
平成6年 度病害虫防除基準 (水稲)に 採用した主な薬剤とその使用法

‐      (農 試 環境部)

1・背景とねらい

病害虫防除において,最近の防除法の多様化,病害虫の発生動向の多様化などから,こ れらに対

応した的確な防除法の開発とその実用化が望まれている。

新規登録農葉等について検討した結果,本県の病害虫発生機相,防 除効果及び安全性の問題から

も,適 用性が高いと考えられる薬剤を防除基準に採用したので,薬 剤の特性,使 用法について解説

して指導上の参考に供する.       1

2.技 術の内容

平成6年度病害虫防除基準に新たに採用した主な農薬及びその対象病害虫は,以 下のとおりであ

る。またその使用法と使用上の留意点は表 1に示した.

(1)イプヨナゾール本和剤 ・・・・・●●●ばか苗病,い もち病,ご ま葉枯病

(2)フサライド・ベンシクロン水和剤 ・・・いもち病,紋枯病 (空中散打剤)

3.指 導上の留意事項

表1 平 成6年度病害虫防除基準に採用した主な新農薬と新しい使用方法

農薬の種類

[農薬名](成分量)

対象病害虫 使 用  法 使 用 上 の 留 意 点

イフ
・
コナツ

'―
ル水和剤

[テクリード水和剤 ]

(6χ)

ばか苗病

いもち病

ごま葉枯病

防除時期 :播種期 (種子消

毒 ) i

防除方法

①湿粉衣法 :乾燥種子重

量の0.5X量を湿粉衣する。

②高濃度液短時間漫積法

:20倍液に10分間浸積する

1.種 子消毒に際しての注意事項

は従来の薬剤と同様で,防 除基準

に示した基本技術を励行する。

2.生 育初期に草丈,根 の伸長抑

制が認められることがあるので,

出芽後は適切な温度,水管理に努

める。

3.眼 に対して刺激性があるので

眼に入らないように注意する。眼

に入った場合は直ちに水洗いをす

る。

フ坊イド,へ・ンシクロン水

和剤[ラフ
'サ

イト
'モ
ンセレ

ンフロアフ
'ル

〕(フサライト
'

13χ,へ
・
ンンクロン10X)

いもち病

嚇

防除時期 :出務 日前～出

郡 日後まで空中散布剤と

して使用する。

1。同一葉剤の運用はさけ,計 画

的に使用する。
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4.試 験成瀬概要

(1)テ クリと ド水和剤のばか苗病に対する防除効果

表 2 ば か宙粛 く平成元年度 岩 手農試)

(2)ラ ブサイドモンセレンフロアプルの防除効果

試験年次 : 平 成 3 年

試験場所 : 雫 石 町赤 施地 区

試験結果 : い もち病 と紋枯病 に対す る防除効果 を下表 に示す。

表 3  い もち虎発用調査結果 ( ■区 ラフ
' サ

イト
・
モンセレンフロアフ

' ル
・ 試 騨区内田場 )

区  別

試 験 区 9.lb   18.2

6,7 c  14.5

20.4■   33.6a

Ⅲホ      中 Ⅲ

ないことを示す ( 以下の表も同 じ) .

表 4  紋 枯病発虎調査結果 ( A 区  ラメサイドモンセレンフロ/ 7 . け試験区内田場: 接 租区)

処 理 区別

試 験 区A (ラフ
・
'

地上 散布 (ラフ
'

サイト
'キ

96.7a  47.3a  42_7a

供 主 葉 剤 有
t効

 成  分 処 理 方 法 t '

確
磁
的

発 病   (%) 防

除

価

生育調査 案

　

書
徒長 凋

死
奏
枯

A 宮+2) 要齢 草丈

テクリー ド

水和剤
イフ

・
]ナツ

・―ル   6】 7.5倍液3%吹付け
0.5χ湿粉衣
20倍液10分間浸演(乾)
200倍液24分間浅漬

223

221

177

237

100

100

100

99

2 . 8

2 . 8

2 . 9

3 . 0

9 . 6

9 . 9

8 , 5

1 0 . 6

ベ ンレー トT

水和剤

ヽ
' パ

ル

TMTD

7.S倍液3X吹付け
0.5X湿粉衣
20倍液10分問浸漬(乾)
200倍滋24分間没演

2 4 6

2 2 S

2 4 2

2 5 4

3 . 3

2 , 2

2 . 5

4 . 3

3 . 3

2 . 2

2 , 7

4 , 3

8 6

9 1

8 8

8 2

2 . 3

2 . g

2 . 1

3 . 0

10,8

11.3

10.イ

11.6

無処理 225

注 1)(乾 )を 記 した浸演は、薬剤処理後風乾 したことを示す.

1.5 b 3.2b

1.7 b l.4b7;!t,tレ

6,Oa 10。 la

注 )表 中の同一英小文 字 を付 した平 均 値間 には,  D u n c a nの多重検定で有恵 差 ( 5 X )が

35.0   20.0 03.4a  38.5a 32.5a無 処理 区
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